神経電気活動における入力応答パターンと自発性活動パターンとの関係性 by 松井 嘉徳





















周回する間隔であると考えられる．神経回路網に電流刺激を印加後，刺激後 5 ～20 msにおいて電流刺
激による応答パターンが強く出現し，この期間まで電流刺激の影響が強く残っていることが示唆された．
DIV 24－30の神経回路網においては，本培養神経回路網に対する電流刺激の影響は，初期相として刺激
後約 20 msの区間までの電気活動頻度に表れるもの，刺激後100 msまでの活動パターンの再現性に表れ
るもの，おおよそ700 msまで持続する活動パターンの特徴に顕れるものがあることが明らかとなった．
また，DIV 61－77の神経回路網においては，刺激の影響が持続する時間は，初期相として刺激後約 20 ms





期相として刺激後約20 msの区間までの電気活動頻度に表れるものと，刺激後400 〜500 msまでの活動
パターンの特徴に顕れるものとがあるが，反響的な再入力によって発現すると考えられる活動パターン
の再現性に顕れる刺激入力の影響は明確ではなかった．刺激後400 〜500 ms 程度まで誘発応答特有の
パターンが持続したのは，2 点交互の刺激により誘導される特定のパターンがより明確化し，2 刺激が
繰り返し入力されたため，刺激の影響が長期化したと考えられる．異なる2 点電極から刺激を行った場
合においても，刺激入力による活動パターンの特徴への影響は一つのネットワークにおいてそれぞれ独
立して拡散しているものと考えられるが，刺激情報の反響的伝搬は抑制される傾向が示唆された． 
 このように，刺激による神経活動への影響は複雑で，入力の形式や培養日数により変動することが示
唆された． 
 これらの結果は，刺激による誘発応答と自発性神経活動は分離した独立の現象ではなく，神経回路網
の発火ダイナミクスが内部状態を形成していることを強く示唆している．即ち神経回路網は，培養され
た半人工的な環境下においても反響的かつ再帰的な神経接続によって複雑なダイナミクスを形成し，そ
の内部状態に依存した応答を示すものと考えられる． 
 
